
平成14年４月１９日第１版
改　　　　正　　　　内　　　　容 改　　　　正　　　　対　　　　応

傷病名 　ア　傷病名については、原則として、「磁気テープ等を用いた請求に関 　病名登録の対応
　　して厚生労働大臣が定める規格及び方式」（平成３年９月２７日）別 　　主病名については１つしか設定できないようチェックをかけていたの
　　添３に規定する傷病名を用いること。 　　で複数の傷病について主病名を設定できるように変更する
　イ　主傷病、副傷病の順に記載すること。主傷病については原則として 　　病名登録時に主病名が少なくとも１つ以上存在するかチェックを行い
　　１つ、副傷病については主なものについて記載することとし、主傷病 　　ない場合は注意メッセージを表示する
　　が複数ある場合は、主傷病と副傷病の間を線で区切るなど、主傷病と
　　副傷病とが区別できるようにすること。 　傷病名欄の表示方法
　ウ　薬剤料に係る所定単位当たりの薬価が１７５円以下の薬剤の投与又 　　先頭より主傷病を診療開始日順に表示を行い次に副傷病を診療開始日
　　は使用の原因となった傷病のうち、健胃消化剤、鎮咳剤などの投与又 　　順に表示する
　　は使用の原因となった傷病など、イに基づき記載した傷病名から判断 　　主傷病と副傷病の間を線で区切る（主傷病が複数の場合とあるが１つ
　　して、その発症が類推できる傷病については、傷病名を記載する必要 　　の場合であっても副傷病があれば区切り線を挿入する）
　　はないものとすること。ただし、強心剤、糖尿病薬などの投与又は使 　　なお、主傷病も副傷病についても１行１傷病で表示する場合はシステ
　　用の原因となった傷病名についてはこの限りでないこと。 　　ム管理に設定すれば可能である
　エ　傷病名が４以上ある場合には、「傷病名」欄の余白に順次番号を付
　　し、傷病名を記載し、又は当該欄に記載しきれない場合は、「摘要」 　　<例１>主傷病が１つのみの場合
　　欄に順次番号を付して記載し、最終行の下に実線をひいてその他の記
　　載事項と区別し、記載した傷病名に対応する診療開始日を、傷病名の
　　右側（傷病名の右側に余白がない場合は、当該傷病名の次の行の行末）
　　に記載すること。 　　<例２>主傷病のみ複数ある場合
　オ　心身医学療法を算定する場合にあっては、例えば｢胃潰瘍（心身症）」
　　のように、心身症による当該身体的傷病の次に「（心身症）」と記載

　 　　すること。

　　<例３>副傷病のみの場合

平成１４年度診療報酬改定対応（レセプト）
日医標準レセプトソフト

（１）主傷病１　　　　　　　　　（１）１４年３月２５日

（１）主傷病１、主傷病２　　　　（１）１４年３月２５日
（２）主傷病３　　　　　　　　　（２）１４年３月２８日

（１）副傷病１、副傷病２　　　　（１）１４年３月２９日
（２）副傷病３　　　　　　　　　（２）１４年４月　２日
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傷病名
　　<例４>主傷病が１つ、副傷病が１つ以上ある場合

　　<例５>主傷病が複数あり、副傷病が１つ以上ある場合

　

（１）主傷病１　　　　　　　　　（１）１４年３月２５日

（２）副傷病１、副傷病２　　　　（２）１４年３月２９日
（３）副傷病３　　　　　　　　　（３）１４年４月　２日

（１）主傷病１、主傷病２　　　　（１）１４年３月２５日
（２）主傷病３　　　　　　　　　（２）１４年３月２８日

（３）副傷病１　　　　　　　　　（３）１４年３月２９日
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